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の ーー ルル 5 三 ツ ーー に 3S の 7 
得 られ る 体験 は 何で し ょ う ? 
大 きく 4 つの 利点 が あり ます 。 


一 優れ た 音質 

一 持ち 運び や すさ 

一 動き や すさ 

ー パー ソナ ルコ ント ロー ル 


ハウ リン グ や ぜ 音 


パー ソナ ル モ ニ ター シス テム を 
使用 する 理由 


ウェ ッ ジ モニ ター シス テム に 不満 を 抱い た こと は あり ませ ん か ? 
量 不 足 の ほか 、 聞 こえ な い パ ー ト が ある 、+ 


ヒ ニ ター 


優れ た 音質 


パー ソナ ル モ ニ ター シス テム の 優れ た 音質 は 、 パ フォ ー マ ー に と っ て 十 
分 な 音量 、 ハ ウリ ング マー ジン の 高 さ 、 聴 覚 保護 、 声 帯 疲労 の 軽減 、 オ ー 
ディ エン スミ ックス と の 干渉 の 少な さ な ど 、 さ ま ざ ま な 要因 が 相まって 
得 ら れ ます 。 


十分 な 音量 


モニ ター エン ジニ ア に 対す る 最も 一 般 的 な 要求 は 、「 モ ニタ ー の 返し を 
大 きく し て 欲し い 」 と いう こと で す 。 し か し 、 そ ん な に 単純 な こと と は 限り 
ませ ん 。 従 来 の フロ アモ ニタ ー を 使用 する 場合 、 パ ワー アン プ の 出力 パ 


ワー、 ス ピー カー の 許容 入力 、 音 響 ゲ イン な どの さま ざま な 要因 に よっ て 、 


音量 が 制限 され る こと が あり ます 。 


エン ジニ ア が 要求 に すぐ に 応え られ な いな ど 、 ラ イブ パフ ォ ー マ ン 
ス を し た こと が ある 人 な ら 誰 で も こう し た 問題 に 直面 し た こと が 
ある は ず で す 。 

し か し 、 た と え 優れ た シス テム で も 、 音 響 特 性 に よる さま ざま な 限 
界 が あり ます 。 パ ー ソ ナル モニ ター の コン セプト は 、 従 来 の フロ ア 
モニ ター シス テム の 制約 に 縛ら れ な い ス テー ジ モ ニ タ ー を 求め る 
声 か ら 生 まれ た も の で す 。 


また 、 パ フォ ー マ ー に と っ て 自分 の 出 音 が 聞こ え に く いも う 1 つ の 要因 は 
ステ ー ジ 上 の 騒音 レベ ル 。 通 常 は 出 斉 を アン プ で 増幅 する ギタ リス ト 、 
シス ト 、 キ ー ボ ー デ ィ ス ト と は 違い 、 多 く の 場 合 、 ボ ー カ リス ト は ステ ー 
ーー ター だ けが 頼り で す 。 も ちろ ん 、 ド ラム は 増幅 し レ な く て も 聴覚 的 

に 大 音量 で す 。 そ うし た 騒音 の 中 で 各 ミ ュー ジ シ ャ ン が 自分 の 出 音 を 聞 
こえ る よう に し よう と する と 、 「 ボ リュ ー ム 合戦 ] に な る こと も よく あり ます 。 
楽器 を モニ ター ミッ クス に 加え る と 、 往 々 に し て ボー カル の 明瞭 度 が 
低下 し ます が 、 作 成 可 能 な ミッ クス が 少な い 場合 は そう せ ざ る を 得 ませ 
ん 。 キ ー ボ ー ド や アコ ー ス ティ ッ ク ギ ター な ど 、 モ ニタ ー に 頼る 楽器 は 、 得 
て し て ボー カル と 音響 空間 の 奪い 合い と な り ま す 。 パ ー ソ ナル モニ ター 
シス テム は 、 ミ ュー ジ シ ャ ン を ステ ー ジ 上 の 騒音 や 不 十分 な 音響 特性 
か ら 遮 断 す る た め 、 ス テー ジ 上 で も 「 ス タ ジ オ 」 の よう な 音質 で モニ ター 
する こと が 可能 で す 。 さ ら に 、 モ ニタ ー ミ ックス を 各自 の 好み に 合わ せ て 
調整 で きる た め 、 モ ニタ ー エ ンジ ニア へ の 要求 も 最低 限 で 済む か も し 
れ ま せん 。 
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SHURE PSM300 Transmiter P3T 


ハウ リン グマ ー ジ ン 


従来 の ステ ー ジ ウェ ッ ジ で モニ ター レベ ル を 上 げ よ うと する 場合 、 ア ンプ 
や スピ ー カ ー を 追加 すれ ば 可能 で す が 、 音 響 特性 を 無視 する こと は で き 
ませ ん 。 ハ ウリ ング マー ジン の 概念 は 、 ハ ウリ ング を 発生 させ る こと な く マ 
イク ロホ ン の レベ ル を どれ だ け 上 げ る こと が で きる か に 関係 し ます 。 


簡単 に 言う と 、 音 源 が マイ クロ ホン か ら 遠 い ほ ど 、 マ イク ロホ ン が スピ ー 
カー に 近い ほど 、 あ る い は スピ ー カ ー が パフ ォ ー マ ー か ら 遠 い ほ ど 、 ハ ウリ 
ング マー ジン は 稼げ な く な り ま す 。 一 般 的 な ステ ー ジ を 想像 し て みて く 
だ さい 。 マ イク ロホ ン が 口 に 近い 場合 は 大 丈夫 で す が 、 マ イク ロホ ン が モ 
ー ス ピー カー に (相対 的 に ) 近い と 問題 が あり ます 。 モ ニタ ー ス ピー カ 
ー が バ パフォー マー か ら ( 相 対 的 に ) 遠い と 、 問 題 は さら に 悪化 し ます 。 


ワイ ヤー ド シ ス テム 


つま り 、 マイ クロ ホン に よっ て 収 音 され た 音 が スピ ー カ ー に よっ て 再生 さ 

れ 、 そ の 再生 音 が 同じ マイ クロ ホン に よっ て 再び 「 拾 われ る ] と 必ず 、 ハ 

ウリ ング が 発生 し ます 。 十分 な モニ ター レベ ル を 得る に は 、 か な り の ゲイ 
ン が 必要 で す 。 


バー ソナ ル モ ニ ター は 、 ハ ウリ ング マー ジン の 問題 を 完全 に 解消 し ます 。 
バー ソナ ル モ ニ ター は 、「 ス ピー カー」 が 耳 の 中 に 密閉 され て お り 、 マ イク 
ロホ ン か ら 遮 断 さ れ て いま す 。 そ の た め ハ ウリ ング ルー プ が 発生 せ ず 、 必 
要 な 音量 を 得る こと が 可能 で す 。 


ワイ ヤレ スシ ステ ム 
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聴覚 保護 

非常 に 高い 音 圧 レベ ル に 長 時 間 さ ら さ れる と 、 す ぐに 聴覚 が 損なわ れる こと が あり ます 。 パ フォ ー 
マー に よっ て は 、 耳 栓 を 着用 し て 聴覚 を 保護 する よう に し て いま す が 、 た と え 最 良 の 耳 栓 で も 
周波 数 特性 が か な り 変わ っ て し まい ます 。 パ ー ソ ナル モニ ター は 、 耳 栓 と 同等 レベ ル の 聴覚 保護 
が 可能 な こと に 加え 、 高 遮音 性 の 超 小型 スピ ビー カー な ら で は の 利点 が あり ます 。 それ は 、 パ フォ ー 
マー 自身 が モニ ター レベ ル を 決め られ る こと で す 。 音 量 が 大 きす ぎる と 思っ た ら 、 快 適 な レベ ル 
まで 下げ る だ け で す 。 高い レベ ル の 過渡 信号 に よる 永久 的 な 聴覚 障害 を 防止 する た め に 、 オ ー 
ディ オミ キサ ー 側 で も 使用 する こと が 強く 推奨 され ます 。 


声帯 疲労 の 軽減 

音量 の 問題 と 密接 に 関連 し て 、 モ ニタ ー の 明瞭 度 向 上 は シン ガー の 声帯 疲労 軽減 に つなが り ま 
す 。 多 く の シ ン ガ ー は 、 モ ニタ ー シ ス テム の 能力 が 不 十分 な 場合 、 そ れ を 補う た め に 無理 を し て 
声帯 に 力 を 入れ て 歌っ て し まい ます 。 し か し 、 シ ン ガ ー に と っ て 声 を 失う こと は 死活 問題 で す 。 

「 楽 器 ] で ある 声帯 は 、 あ ら ゆ る 対策 を 講じ て 保護 すべ きも の 。 パ ー ソ ナル モニ ター は 、 ボ ー カ リス 
ト が この 先 も ずっ と 歌い 続け て いく 上 で 大 き な 助 け と な り ま す 。 


ステ レオ モニ ター 

バ パーソナル モ ニタ ー シ ス テム の 大 き な 利 点 は 、 ス テレ オモ ニタ ー が 可能 で ある こと で す 。 す べ て 
の 状況 に 当て は まる と は 限り ませ ん が (特に 作成 可能 クス 数 が 限ら れ て いる 場合 )、 ス テ 
レオ で 作成 し た モニ ター ミッ クス は 現実 的 な リス ニン グ 環 境 を より 正確 に 再現 で きま す 。 人 間 は 
両 耳 で 音 を 聞き な が ら 生 活 し て いま す 。 必 然 的 に 、 ス テレ オモ ニタ クス の 方 が 自然 な サ 
ウン ドス テー ジ が 得 ら れ ま す 。 ま た 、 ス テレ オ で モニ ター する こと に より 、 全体 的 な モニ ター レベ ル 
を 下げ る こと も 可能 で す 。 


オー ディ エン スミ ックス と の 千 渉 

パーソ ナル モ ニタ ー の 恩恵 を 受け る の は 、 パ フォ ー マ ー だ け に と どまり ませ ん 。 ウ ェ ッ ジ モ ニ タ ー 
の 欠点 は 、 ス テー ジ か ら オ ー デ ィ エ ンス エリ ア に 音 が 漏れ る こと で す 。 高 周波 は 指向 性 が あり ま 
す が 、 低 周波 は スピ ー カ ー キ ャ ビ ネ ッ ト か ら ほ ぼ 無 指向 性 で 放射 され ます 。 そ うし た 状況 で は 、 た 
だ で さえ ステ ー ジ の 大 音量 と 格闘 し な が ら オ ー デ ィ エ ンス ミッ クス を 作成 し な けれ ば な ら な い 
FOH( フ ロン ト ・ オ プ ・ ハ ウス ) エン ジニ ア の 仕事 が さら に 複雑 に な り ま す 。 モ ニタ ー の 背面 か ら の 
過剰 な 低 周波 は 、 ハ ウス ミッ クス の サウ ンド を 濁 ら せ 、 特 に 小 規模 の 会 場 で は ボー カル の 明瞭 度 
を 大 きく 損なう こと が あり ます 。 し か し 、 ウ ェ ッ ジ を な くせ ば サウ ンド の 明瞭 度 は 大 きく 向上 し ます 。 


持ち 運び や すさ 


持ち 運び や すさ は 、 ツ アー バン ド に と っ て 、 あ る い は 毎回 イベ ント の 終了 後に サウ ンド シス テム ま 
た は パン ド の パフ ォ ー マ ンス エリ ア を 撤収 する 施設 に と っ て 重要 で す 。 平 均 的 な モニ ター シス テ 
ム は 、 比 較 的 小型 の モニ ター 設備 で も それ ぞ れ 約 20kg の ウェ ッ ジ ー が 3 一 4 台 、25kg の パ 
ワー アン プ が 1 台 以 上 で 構成 され ます 。 そ れ に 対し 、 パ ー ソ ナル モニ ター シス テム は プリ ー フ ケー 
ス に すべ て 収まり ます 。 単 に 美的 観点 か ら 言っ て も 、 ウ ェ ッ ジ や 太い スピ ー カ ー ケ ー ブ ル を ステ ー 
ジ か ら な くせ ば ステ ー ジ 全体 の 見 た 目 が よく な り ま す 。 こ れ は 、 音 質 と 同様 に 目立た な いこ と が 
重視 され る 結婚 式場 や 教会 な どの 専属 バン ド に と っ て も 特に 重要 で す 。 パ バー ソナ ル モ ニ ター を 
使用 すれ ば 、 す っ きり し た ステ ー ジ 環境 が 得 られ ます 。 
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動き や すさ 


ウェ ッ ジ モニ ター の 場合 、 ス テー ジ 上 に 「 ス イー トス ポッ ト 」、 つ まり すべ て の サウ ンド が よく 聞こ え 
る 場所 が で きま す 。 そ こ か ら 左 右 に 一 歩 動く だ け で 突然 、 音 質 が 低下 し ます 。 こ の 効果 は スピ ー 
カー の 指向 性 が 比較 的 鋭い こと に よる も の で 、 特 に 高 域 に お いて 顕著 で す 。 し か し 、 パ バー ソナ ル 
モニ ター を 使用 すれ ば 、 ヘ ッ ド ホン と 同じ よう に 、 い くら 動い て も モニ ター サウ ンド が 変わ る こと は 
あり ませ ん 。 こ うし た パー ソナ ル モ ニ ター の 基本 特性 は 、 会 場 の 違い に も 左右 され ませ ん 。 ウ ェ ッ 
ジ の 場合 、 室 内 音響 特性 が 全体 的 な 音質 に 大 きく 影響 し ます が 、 プ ロフ ェ ッ ショ ナル イヤ ホン は 
周囲 騒音 か ら の 遮音 性 が 高い た め 、 ほ と ん ど 影 響 を 受け ませ ん 。 理 論 的 に は 、 同 じ バ ンド 、 同 じ 
メン バー で あれ ば 、 モ ニタ ー 設 定 を ほとん ど 変 えな く て も 、 ミ ックス か ら 常に 同じ モニ ター サウ ン 
ド が 得 ら れ ま す 。 
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パー ソナ ルコ ント ロー ル 


パー ソナ ル モ ニ ター の 最も 大 き な 利点 の 1 つ は 、 モ ニタ ー す る 音 
声 を 直接 調整 で きる こと で す 。 微 調整 は サウ ンド エン ジニ ア に 任 
せる 必要 が あり ます が 、 全 体 の 音量 や バン な どの 大 ま か 

や ミッ クス の 選択 は パフ ォ ー マ ー が 行う こと が で きま す ., 


型 受信 機 を 直接 操作 する だ け で 済み ます 。MixMode を 搭載 し た 
シス テム は 、 さ ら に 細か い 調整 が 可能 で す 。 


MixMode は 、 ボ ディ バッ ク 型 受信 機 で ステ レオ シス テム の L 音 
声 チ ャ ン ネ ル を ブレ ンド し 、 そ の 音声 を 両方 の イヤ ホン に 送る 機 

EE で す 。 こ の 場合 、 シ ステ ム へ の 入力 は LIR で は な く 、 「 ミ ックス 1」 
と 「 ミ ックス 2」 と し て 扱う 必要 が あり ます 。 受信 機 の バ パラ ンス コ 
ント ロー ル が ミッ クス コン トロ ー ル と し て 機能 し 、 パ フォ ー マ ー は 
一 方 の ミッ クス を 選択 し た り 、 そ れ ぞ れ の レベ ル を 調整 し て 両 
方 クス を モニ ター し た りす る こと が で きま す 。L 側 に バン す 
る に つれ て 「 ミ ックス 1] の レベ ル が 徐々 に 上 が り 、「 ミ ックス 2] の 
レベ ル が 下がり ます 。 逆 に R 側 に パン する と 、「 ミ ックス 2] の レベ 
ル が 上 が り 、「 ミ ックス 1] の レベ ル が 下がり ます 。 モ ニタ ー ミ ッ ク 
ス の 調整 を パフ ォ ー マ ー 自 身 に 任せ る こと に より 、 サ ウン ド エ ン ジ 
ニア は モニ ター の 調整 に つい て 気 に す る 必要 が な く な り 、FOH 
ミッ クス の 調整 に 集中 する こと が 可能 に な り ま す 。 


安価 な モノ ラル 専用 シス テム で も 、 送 信 機 に 複数 の ミッ クス を 
入力 し 、 そ れ ぞ れ 音量 調整 で きる よう に する こと に より 、 同 様 の 
コン トロ ー ル が 可能 で す 。 た だ し 、 パ フォ ー マ ー が ミッ クス を 素早 
く 調整 で きる よう に パフ ォ ー マ ー の 近く に 送信 機 を 設置 する 必要 
が あり ます 。 


ステ レオ 


1L 


1L 


MixMode 


ミッ クス 


送信 機 


1L | 2/R 


・ ク イッ ク ガイ ド 


カス タム ミッ クス 作成 一 4 つの ステ ッ プ 
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楽器 ミッ クス と ボディ パッ ク 型 受信 機 に MixMode コン トロ ー ル ノブ で 
ポー カル ミッ クス を 作成 し 、 接続 し た イヤ ホン で 一 方 また は 音量 を 調整 し て 
送信 機 の 入力 チャ ン ネ ル に 送る 両方 の ミッ クス を モニ ター パー ソナ ルミ ックス を 作成 
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a 1 4 4 し yw 
ア っ 7 7 


ウェ ッ ジ モニ ター シス テム に 不満 を 抱い た こと は あり ませ ん か ? 

ハウ リン グ や 音量 不足 の ほか 、 聞 こえ な い パ ー ト が ある 、 モ ニタ ー エ ンジ ニア が 要求 に 
すぐ に 応え られ な いな ど 、 ラ イブ パフ ォ ー マ ンス を し た こと が ある 人 な ら 誰 で も こう し た 
問題 に 直面 し た こと が ある は ず で す 。 し か し 、 た と え 優れ た シス テム で も 、 音 響 特性 に 
よる さま ざま な 限界 が あり ます 。 パ ー ソ ナル モニ ター の コン セプト は 、 従 来 の フロ アモ ニ 
ター シス テム の 制約 に 縛ら れ な い ス テー ジ モ ニ タ ー を 求め る 声 か ら 生 まれ た も の で す 。 
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